










〇魚類・鳥類の種数は、経年的に大きな変化はみられず、ほぼ横ばいの傾向である。
〇植物群落は、人工草地、植林地、多年生広葉草本群落の面積に変化がみられるが、その変化の幅は小さく、全体として経年的に大幅な増
減傾向はみられない状況である。

〇球磨川直轄管理区間の水温は、経年的に目立った変化はなく、現在のところ動植物の種数にも目立った変化は見受けられない。（継続的
にモニタリングを実施）。

魚類相の変遷

河道内の植物群落の変遷

気温・水温の経年・経月変化

１．流域の概要 河川環境・河川利用について 動植物の生息・生育・繁殖環境等の変遷 球磨川水系
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鳥類相の変遷
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球磨川水系１．流域の概要 河川環境・河川利用について 施設撤去に伴う中流域の状況

○ 河道に関する近年の状況変化として、球磨川中流部では、水利権失効に伴い荒瀬ダムが撤去（平成24年度～平成29年度で撤去工事が実
施）されたことにより、河道は湛水域から流水域となり、瀬・淵・砂州が形成されている。

○ KP20.4地点の河床材料の変化状況について、上下流の状況と合わせて、今後継続的にモニタリングを実施する予定。

■粒径加積曲線
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出典：荒瀬ダム撤去環境モニタリング調査報告書 令和2年3月（熊本県）

■河川形状 荒瀬ダム撤去前

荒瀬ダム
1
9/
0
00

■河川形状 荒瀬ダム撤去後

荒瀬ダム跡地
2
1/
0
00

1
9/
0
00

湛水域

流水域

20k400

【参考】52k000（同セグメント）

荒瀬ダム撤去工事前

平成21年（2009年）撮影

荒瀬ダム撤去後

平成30年（2018年）撮影



八の字堰の施工における工夫

砂州の形成

瀬の形成

１．流域の概要 河川環境・河川利用について 球磨川下流部の河川環境の整備と保全（球磨川総合水系環境整備事業）

○遙拝堰（8k800付近）下流には、かつてアユをはじめとする魚類の生息・産卵場として良好な瀬が存在していたが、河
床低下に伴い、アユの生息・産卵場となる瀬が減少していた。

○加藤清正公由来の「八の字」形状の床止めを整備（巨石を組み合わせたもの）し、アユ等の魚類の良好な生息環境の再
生を目的とした、「良好な瀬の再生」と「歴史的土木遺産の再現」を融合した取り組みを行った。

○現在では、アユ等の魚類の良好な生息環境が形成され、また、まちと川が一体となった良好な水辺空間の形成にも寄与
し、地域の賑わいが生まれつつある。

球磨川水系

21

■河床の低下により、年々瀬が減少 ■施工時の工夫と魚類への配慮

■八の字堰の完成・利活用

昭和50年ごろ 平成20年ごろ

■魚類の生息環境の変化

施工期間

アユのはみ跡面積（m2）の経年変化

巨石についたアユのはみ跡 アユ等の良好な生息環境の再生と歴史
や水辺空間創出（平成31年3月完成）

遙

拝

堰

八の字堰完成

平成31年3月

遙拝堰

八の字堰

遙

拝

堰

遙拝堰・八の字堰上下流状況

令和2年10月

カヌーイベント状況

環境学習状況

魚類の良好な生息・産卵場となる瀬が存在 河床低下により瀬が消失



人と河川との豊かな触れ合いの場、景観

上中下流で特色のある空間利用

【現状】
■中・上流部では、アユ釣りが盛んであり、球磨川で釣れる大型のアユ（尺アユ）を求めて多くの
釣り人が訪れている。中流部は川岸に巨岩・奇岩が連なる独特の河川景観を有している。

■球磨川は、富士川、最上川と並ぶ日本三急流の一つであり、人吉市街地から球磨村球泉洞区間に
おいて観光客が球磨川下りを楽しんでおり、近年は、カヌーやラフティングも盛んに行われてい
る。さらに、川沿いには公園やサイクリングロードが整備され、人々に利用されている。

■下流の八代市には、河川敷公園が整備され、スポーツやジョギング、散策、レクリエーションに
加え、「九州国際スリーデーマーチ」、「やつしろ全国花火競技大会」やマラソン・駅伝大会等
にも利用され、多くの人々の憩いの場となっている。また、八の字堰が復元され、人々が訪れて
いる。

■球磨川流域は豊かな自然環境を有しており、周辺の山々が調和した自然景観や河川景観は観光資
源としても活かされている。

憩いの場・レクリエーション空間としての利用

【現状】
■既存の魅力・資源を活かし地域発展に寄与する川づくりとして、“まちづくり”と“かわづく
り”を一体化させた「かわまちづくり計画」を策定し、水辺空間の利用促進が図られている。

【今後の方針】
■河川整備等にあたっては、現在の河川利用及び河川景観との調和を図るとともに、上中下流の河
川特性を踏まえ、より一層魅力のある河川空間を創出していくことが必要である。

水 質

【現状】
■球磨川の水質は、河川水質の一般的な指標であるBOD75%値でみると、近年
は、概ね環境基準を満たしており、良好な水質を維持している。特に、支川
川辺川は、球磨川の中でもBODの値が最も低く、良好な水質となっている。

【今後の方針】
■関係機関、河川協力団体、地域住民等との連携を図り、現状の水質を継続
的に維持するための取り組みを行っていく必要がある。

河川空間利用状況

１．流域の概要 河川環境・河川利用について 人と河川との豊かな触れ合いの場、景観、水質 球磨川水系

花火大会

スリーデーマーチ ラフティング

鮎釣り八の字堰イベント ジョギング
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球磨川下り

球磨川における水質（BOD75%値）の経年変化

〇球磨川の河川空間は、釣り、川下り、カヌー、ラフティング、スポーツ、散策等、憩いの場、ﾚｸﾘｴｰｼｮﾝの場等として利用されている。
〇球磨川は日本三急流の一つであり、既存の魅力・資源を活かし地域発展に寄与する川づくりとして、「かわまちづくり計画」を策定し、
水辺空間の利用促進が図られている。水質については、近年は環境基準を満足している。



１．流域の概要 河川環境・河川利用について 河川環境の保全と整備（八代市：坂本地区、球磨村：淋地区、人吉市：人吉地区） 球磨川水系

○球磨川水系では、地形の特色や地域住民の生活基盤や歴史、文化、風土を形成してきた球磨川の恵みを活かしつつ、川や自然とのふれあい、

カヌー等の河川利用、環境学習の場の整備・保全を目指している。

○その中で、各箇所ごとの特色を活かした、まちづくりと一体となった水辺の整備が計画・実施され、良好な水辺空間の形成により、地域振

興に寄与している。また、その空間は、河川愛護の観点から環境教育の場として活用され、河川環境の保全にも寄与してる。

試行イベント状況

球磨川

階段工

河床整正
（掘削等）

整備イメージ

■人吉地区(R元年度かわまち登録)

【歴史をめぐり、舟運文化の継承、球磨川を満喫

する滞在型のまちづくり】

■淋（そそぎ）地区(H21年度かわまち登録)

【球磨川の美しい流れや地域資源を活かし日本三急流を感じる水

辺空間の創出】

23

国宝 青井阿蘇神社
（日本遺産）

出典：球磨村観光統計（スポーツレクレーション施設）

整備中（護岸） 整備後（護岸）

増加傾向

■坂本地区(H29年度かわまち登録)

【良好な自然環境や河川周辺の魅

力を活かし、さまざまな世代が集

う水辺拠点として、地域の交流を

促進】

坂本地区

19～21k付近

淋地区

45k600付近

人吉地区

60～63k付近

事業実施中

事業実施済 事業未着手



〇球磨川における既得水利は、人吉地点から下流の本川では、農業用水として18.268m3/s、水道用水として0.2832 m3/s、工業用水として2.758 m3/s、発
電用水として22.890 m3/s、その他0.024 m3/s、の合計44.2232 m3/sの取水がある。

〇人吉地点における過去67年間（昭和28年～令和元年）の平均渇水流量は16.48 m3/s 、平均低水流量は26.01 m3/sとなっている。

基準地点は以下の点を勘案して
人吉地点とする。

①流量観測が長期的に行われているため、流水の正常な機能を維持する
ため必要な流量を確実に管理・監視できる。

②動植物の生息・生育及び漁業、舟運の観点から重要な位置にある。

正常流量の基準地点

維持流量の設定検討項目
＜現行方針時の情報を掲載＞

①現況流況で平均渇水流量16.48 m3/s 、平均低水流量26.01 m3/sと
なっており、近年、渇水被害は発生していない。

流況

単位：m3/s

最大値 最小値 平均値 W＝1/10
豊水流量 140.90 36.02 69.55 50.22
平水流量 61.78 24.79 39.74 27.82
低水流量 40.40 11.60 26.01 17.52

28.90 9.00 16.48 11.09
(2.54) (0.79 ) (1.45 ) (0.98)

統計期間

注：渇水流量の下段（　）は流域面積100km2当たりの流量である。

球磨川　人吉　（現況　通年）1137.0km2
流況

　渇水流量

昭和28年～令和元年の67年間（昭和35､36､39､40年欠測で除く）
W=1/10、近50ケ年　昭和45～令和元年の第5位/50年

１．流域の概要 河川環境・河川利用について 流水の正常な機能を維持するため必要な流量の設定 球磨川水系
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■維持流量の設定については、今後、整理し説明を予定している。
■現行河川整備基本方針の策定時においては、以下の項目を検討し正常流量を設定している。

検討項目 必要流量決定根拠

①動植物の生息地または生
育地の状況

アユ・ウグイの産卵及び移動に必要な流量を設定

②景観 アンケートにより、過半数の人が満足する流量

③流水の清潔の保持 環境基準（BOD75%値）を満足するために必要な流量

④舟運
舟下りの安全な運行に必要な吃水深及び航路幅確保の
ために必要な流量として設定

⑤漁業 動植物の生息地または生育地の状況に準ずる

⑥塩害の防止 過去に、塩害被害は発生していない

⑦河口閉塞の防止 過去に、河口閉塞は発生していない

⑧河川管理施設の保護 対象となる河川管理施設は存在しない

⑨地下水位の維持 既往渇水時において、地下水障害は発生していない

≪平成19年2月14日

第60回河川整備基本方針検討小委員会資料引用≫


Sheet1

		検討項目 ケントウコウモク		必要流量決定根拠 ヒツヨウリュウリョウケッテイコンキョ

		①動植物の生息地または生育地の状況 ドウショクブツセイソクチセイイクチジョウキョウ		アユ・ウグイの産卵及び移動に必要な流量を設定 サンランオヨイドウヒツヨウリュウリョウセッテイ

		②景観 ケイカン		アンケートにより、過半数の人が満足する流量 カハンスウヒトマンゾクリュウリョウ

		③流水の清潔の保持 リュウスイセイケツホジ		環境基準（BOD75%値）を満足するために必要な流量 カンキョウキジュンチマンゾクヒツヨウリュウリョウ

		④舟運 シュウウン		舟下りの安全な運行に必要な吃水深及び航路幅確保のために必要な流量として設定 フナクダアンゼンウンコウヒツヨウキッスイシンオヨコウロハバカクホヒツヨウリュウリョウセッテイ

		⑤漁業 ギョギョウ		動植物の生息地または生育地の状況に準ずる ドウショクブツセイソクチセイイクチジョウキョウジュン

		⑥塩害の防止 エンガイボウシ		過去に、塩害被害は発生していない カコエンガイヒガイハッセイ

		⑦河口閉塞の防止 カコウヘイソクボウシ		過去に、河口閉塞は発生していない カコカコウヘイソクハッセイ

		⑧河川管理施設の保護 カセンカンリシセツホゴ		対象となる河川管理施設は存在しない タイショウカセンカンリシセツソンザイ

		⑨地下水位の維持 チカスイイイジ		既往渇水時において、地下水障害は発生していない キオウカッスイジチカスイショウガイハッセイ
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河床変動の状況（平均河床高変化） 球磨川下流・中流区間 球磨川人吉・上流区間

球磨川： H24～R2

球磨川： H17～H24

球磨川： S57～H6

球磨川： H6～H17

球磨川： H17～H24

球磨川： H24～R2

多良木地点 84/200人吉地点 62/200
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球磨川： S57～H11

球磨川堰
荒瀬ダム

遙拝堰

瀬戸石ダム
球磨川： H11～H17球磨川： H8～H１７

25

荒瀬ダム撤去による土砂
移動の影響を含む

H.W.L 18.92
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昭和57年2月

平成11年3月

平成17年3月

平成24年8月

令和 3年3月

距離標 12.80

坂本支所付近 17/000横石地点 12/800

〇平成11年まで、砂利採取による河床低下が確認される。それ以降は大きな河床変動は見られなかったが、令和2年7月豪雨後の測量結果を確認したと
ころ、球磨川中流部を中心に全川的な土砂の堆積を確認。

１．流域の概要 総合的な土砂管理 球磨川水系
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